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妊娠 ラ ッ トに お ける脂肪代謝

と くた脂肪乳剤投与時の 代謝につ いて
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概要　ラ ッ
トを 用 い て 放射性脂肪乳剤を母体 に 投与 して ，そ の 代謝 を 観察す る こ とに よ り，妊娠時に お け る母

体及 び 胎仔 の 脂肪代 謝 の 特異性 に つ い て 検討 し た ．妊娠経過に ともな う母体 の 血清中の 脂質濃度は妊娠後半期

に 中性脂肪，リン 脂質の 増加がみ られ るが，特に 中性脂肪 の 増加が著し い ．尾静脈 よ り放射性脂肪乳剤を投与し

た の で ある が，妊娠 ラ
ッ

トで は非妊ラ ッ トに 比べ て 有意 に 長 い 時間血 中に 止 まつ て お り，投与後5 時間 目の 比

較で は
， 血漿中 の 中性脂肪分 画 中の 放射活性 は 妊娠 ラ ッ トで 12％ ， 非妊 ラ ッ トで 3 ％で あつ た ．ま た 呼気性

“ Co
、 の 産生 も投与後 5 時間 で は非妊 ラ ッ トで 投与全放射活性 の 31．2％が

！4CO2
とし て 測定 された の に 対 し

て
， 妊娠 ラ ッ トで は 18．3％で あつ た ．こ の よ うに 外因性 の 脂肪 の 利 用 に 関 して は 妊娠 ラ ッ トは 非妊 ラ ッ トに 比

べ 代謝速度が 遅延 し て い る こ とが判 明 し た ．投与後 5 時間 目に お け る肝へ の と りこ み は ， 胎仔肝 は 母体肝の約

1110の 外因性脂肪を と りこん で お り， 効率 よ く リソ 脂質 の 合成 を行なつ て い る とい う結果が 得 られた ．

Synopsls　 The 　triglyccride　conc   tration 　inereased　gradually　after 　the 　10th　day　of 　gestation　and 　it　in・

creased 　centinuously 　until 　the　time 　of 　delivery．　Then 　it　decreased　immediately　after　birth．　 The 　phospholipid

concentration 　also 　increased　with 　gestational　age ，　but　cholesterol 　did　not ．

　The 　fatty　acid 　compornents 　of 飯 emulsion （lntralipidS）were 　labeled　with 　carbon ・14　and 　administrated

into　pregnant　rats ，　then 　the 　fate　of 　these 　fatty　acids　in　blood　was 　followed　with 　ti皿 e．　 The 　plasma　half　1ife

was 　74　minutes 　in　pregnant　rats 　and 　58　minutes 　in　non ・pregnant　rats ．　 The 　disappearancc　was 　slower 　in　the

pregnant　rat ，　 This　resUlts 　agree 歯ith　human 　studics ．　 The　uptake 　of 　radiQactivity 　by　the 　
fetal

　
liver

　
was

only 　lllo　that　of 　the　mother ・

　The 　radioactivity 　level　in　the 　expired 　
14COI

　was 　examined ．　18％ of 　radioactivity 　appeared 　in　expired

CO3 　during　5　hours　in　pregnant　rat ．　 While，
　SOolo　was 　 collccted 　in　 non 。pregnant　animals

，　show1ng 　slow α

lipid　metabolism 　during　pregnancy ・

Key 　words ： Pregnant 　rat ・Lipid　metabOlism ・1−14C −fat　emUlsion ・“ Co2 　prOduction。Fat　incorporation

　　　　　　　　　 緒　　言

　妊娠時は 高脂血症 に な つ て い る
S）4）．　 こ れ は 母

体栄養の み な らず ， 脂児の 発育に 重要 な意義を も

つ て い るもの と考え られ る．

　今回 は ラ ッ トを用 い て 妊娠中 の 脂質代謝を解明

す る た め に 妊娠中の 血 中脂質の 変動を観察す る と

と もに ， 放射性脂肪乳剤を ラ ッ ト尾静脈よ り急速

注入 し ， 妊娠母 体お よ び胎仔 ラ ッ トに おけ る脂質

代謝を検討した ，すなわ ち 妊娠時に お ける脂肪乳

剤の 血漿か らの消失速度 ，血漿お よ び肝で の 脂肪
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代謝 ，利用速度 さらに 脂肪 の 体内分布な どを
14C

の 放射活性に よ り測定した の で 報告す る．

　　　　　　 実験材料お よび方法．

・オ リエ ソ タ ル 固形飼料
．
（MF ）で 飼育 し た Wi ・

star 系雌ラ ッ Fを実験に 用い た 1 非妊時の ラ ッ ト

の 体重は 250g程度の 、もの を用 い た が
，
．妊娠末期

に は 体重ほ約 809〜1009 増加 した．

　妊娠中母体血清中の 脂質濃度 の 測定 は ，中性

脂肪
1
（ト リ グ リ セ ラ イ ド） は Triglyceride

’
Test

Wako
， 総 コ レ ス テ ロ

ー
ル は ．Cholesterol　 Test

Wako
， リン 脂質も Phospholipid　Test・Wako をこ て

測定した．つ ぎに放射性脂肪乳剤を用 い た実験で

は， 1・エ4C
リノ ール 酸又 は オ レ イ ン 酸で 標識 した

大豆油 を用 い て 調整 した 10％精製大豆油 （w ！v ）

1．2％精製卵黄 リ ン 脂質 （w ！v）の脂肪乳剤 （比活

性o ・5〜2．3μσi！ml 　of 　the　l　solution ）を 使用 した．

こ の 放射性乳剤は leml！kg 体重当りの 割で ラ ッ ト

尾静脈 よ り one 　shot で 注入 した． 実験は 32匹の

ラ ッ トを用い て 行な つ た カ  うち 5匹は手技上 の

失敗に よ り除外 し，残 り27匹 （非妊娠ラ ッ ト10

匹，妊娠20日 目ラ ッ ト17匹）に て行な つ た．放射

性脂肪乳剤を注入後経時的に 5 分 よ り 2時間ま で

ヘ マ ト ク リ ッ ト測定用 キ ャ ピ ラ リーを用い て ， ラ

ッ ト眼底よ りキ ャ ピ ラ リー 1本分 の 血液を採血 し

た ．血液は遠沈して 上清の 血漿を得く以下の 分析

試料 とした．

　呼気か らの
i4CO

： の測定は ． 脂肪乳剤注入後や

は り経時的に 30分か ら 5 時間ま で 行なつ た．こ の

エ4CO
、 測定は図 1に 示す如き装置 で 行 なつ た

2）．

脂肪乳剤を尾静脈か ら注入後 ， 直ち に ラ ッ ト を 101

容グ ラ ス デ シ ケ ータ ーに 入れ ， 水流式 ポ ン プ で 吸

引す る こ と に よ り空気を槽内に 送つ た．実験中空

気の 流量は 500m11憾 h・と
’
し ，

』
tt
浮子式流量計 （草

野科学器械製作所 KG ・2）
’
で測定 しなが ら ト ラ ッ

パ ーと吸引ポ．ン プの 間 の ピ ン チ コ
ッ ク で 調整 し

た 3 動物 ケ ージ に 流入す る空気 は あらか じめ 除

湿 ∫1脱炭酸ガ ス を 行な つ た． ラ ッ ト よ り排泄 され

た
14CQ2

は 空気 とともに 送 られ ， 除湿 され た の

ち エ タ ノ
ー

ル ア ミ ン で 捕提しtt．
1
こ の 装置tc よ る

14CO
、 の 回収率は 95％で あ つ た∫ つ ぎに 組織お よ

び 血漿中の 放射活性の 測 定 に つ い て は ， 組織 は

100ん 200mgプ 血漿で は 0．lml を ＄dluen−350 （Pa−

ekatd
．
社製）1〜2ml 加え，50〜60℃で 消化 し，

液化 した の ち Dioxan 系 シ ン チ レ
ー

タ
ー10ml を

加 え Packard 社製液体 シ ン チ レ ーシ ョ ン カ ウ ン

タ：
」 （Tricarb・3320型）で放射能を測定 した ．なお

補正 は 外部線源法に て 行なつ た ．また脂質の 抽出

は ク ロ ロ フ ォ ル ム ： メ タ ノ
．
」

ソレ （2 ：1v！v） 液 tg

容と血漿 1容の 割合で混和した の ち，
4 ℃で 一

夜

放置 し た ；・硫酸 ナ ト リ ウ ム に て脱水 した抽出物全

量 （ク ゆ ロ フ ォ ル ：ム 層）を窒素ガ ス に て 留去 し，

残渣を ク 叩 フ ォ ル ム ； メ タ ノ ー
ル （2 ： 1v！v ）液

少量に 溶解
．
L ・ 薄層プ レ ー ト （シ

卿 ゲ ・レ ・・ ル

ク社製）に塗布した．展開は 石油 工
一テ ル ： エ チ

ル ＝ ・一テ ル ： 酢酸 （80 ： 11； 1v！v ）を 用 い て 行

な
．
つ た ． ス ポ ッ ト  検 出は ヨ ー ドガ ス に て 行 な

つ た．各ス ポ ッ トの放射能の測定 は シ リ カ ゲ ル を

か きとり ，
バ イ ア ル に 移 し Dioxan 系 シ ン チ レ ー

図 1　 呼 気 性
1
℃ Oz の 測 定装置

ピ

　

　
　

14CO2

捕集 器
除 湿 装 置 　 　 　動 物ケ

ー
ジ

脱 炭 酸 ガス 　　除 湿 装 置

装 竃

）
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9

タ
ー10ml を添加して 前記 カ ウ ソ タ ーに て 測定 し

た
2】．

　　　　　　　　　実験成績

　 1．妊娠時 の 血清脂質の 変動

　妊娠 ラ ッ トの 血清脂質の 変動は 表 1 ， 図 2 に 示

す通 りで ある ．妊娠 10日目頃 まで は 中性脂肪 ， 総

コ レ ス テ P 一ル
， リ ソ脂質の い ずれ も非妊時 の 値

と有意差がみ られ なか つ た ．その後 ， 中性脂肪 の

増加が み られ ， と くに妊娠 17日 目以後に は急上昇

し分娩直前に は最高値を しめ した． こ の 中性脂肪

も児娩 出後に は急激 に 低下 した． リ ン 脂質は 中性

脂肪ほ ど大 きな変動は み られなか つ た が ， 妊娠15

日目頃 よ り上 昇しは じめ 妊娠 19〜20 目目に 最高値

とな り以後低下 し た．また総 コ レ ス テ ロ ール は 妊

表 1
『
妊娠 ラ ッ h に お け る血 清脂質 の 変動

nT 点glyceride3
　　Totaichdestero

且
Phospho膩pids

Non 　Preg・ 6169 、0±43．7申 103．8± 17，4孛 156，3± 15．「3 ．

恥 ξ940day5134 ．6士 55，5113 ，3± 32，41482 ± 29，2
124179 ，8±87．482 ．5± 48．4132 ．3士27 ，2
156194 ．8± 64，791 ．6± 14．9146 ．0± 30．7
163229 ．0± 92．3116 ，0± 19．9195 ．5±35 ．8
177420 ．5士 106．285 ．0± 13．7208 ．1±38 ．3
186393 ，2土 114．3106 ．6± 33．3208 ．2±41 ．7
1910457 ．4± 152，5128 ．0士 24，2255 ，2±73 ．2
206517 ．2± 132．2122 ，7± 21．7248 ．7± 45．2

2116525 ．1± 198．3104 ．5± 36，0213 ，8± 62．3

POSt　partumlday4 　ゴ
ll2，2±51 ．389 ．5± 22．7165 ，5±6，3

3 591 ．3±34．4103 ．2±10．4175 ．2±7 ．9
5 373 ．0±35 ．479 ，0±3，4165 ．0±8．6

噌
mg ／di　 M ¢ an ±SD

図 2　妊娠 ラ ッ ト に お け る 血 清脂質の 変動

mg ！dl．

500400

300

200100

　

　

・
。

、
語・
』

名

へ

　

　

　

　

　

　

　

国

　

d
・
h
　°

GCLTTP

≡

’

偏’ 

｛
ム

0510141821135

　 　 　 days　of 　gestation 　　　　days　of 　postpartum

娠全経過を通 じて変動は少な く， ほぼ一
定した値

を しめ した．

　 皿．外因性脂肪の 血漿 か らの 消失速度

　 ラ ッ ト尾静脈に 放射性脂肪乳剤を注入後 ， 血漿

か らの 消失速度を そ の 放射活性で 追跡 し た．まず

リ ノ
ー

ル 酸 に 標識 した 脂肪乳剤投与時 に お ける

血中 か らの 消失速度 K
、 （最大消失速度）お よび

Kz （指数関数的 ト リ グ リセ ラ イ ド除去率）を求め

た ．そ の 結果 ， 非妊 ラ ッ トの K
、 値は 0．0928で あ

る の に対 し ， 妊娠 ラ ッ トの K
， 値 は 0．0698と非妊

時に 比 べ て 低値を示 した．また妊娠群 K
、1非妊群

K
エ の比は O，710で あつ た ．さ らに K2 値に つ い て

も非妊ラ ッ トの 値が0．00483で ある の に 対 し ， 妊

娠 ラ ッ トで eXO，．oo34gと K 、 値と同 じく低値 を示

し ， 非妊群 K21妊娠群 K2 の比は o．73とな つ た．
：

また各時間 に お ける 血 中の 放射活性量を片対数 グ

ラ フ で プ ロ
ッ ト した場合 ， 投与後180分 ま で は ほ

ぼ直線性がみ られた． こ の 直線 の傾 きか ら T112

時間を求め る と ， 非妊 ラ ッ トの 58分に 比 べ て 妊娠

ラ ヅ トで は 74分 と延長 し て い た （図 3 ）．

図 3　（1−14C ） リ ノ ール 酸標識脂 肪乳 剤 投 与 時 に お

　け る 血 中 か ら の 消 失 速度 時 間 （T112 時間）

霞
鞏
ご

2
日

＼

≦宀
器
〉

局
い
。

工0

5

　 　 、
← P 「eg ・

　　 丶　　 （TJ 　 ＝74min ）

　　　
、

、

●

　　　　N
　 　 　 　 　

・ 。・ p ・・ g．一 ＼
（TY2 ＝＝58min ）　　

、

　　　　　　
、

、
●

1

　 10　30　　60　　　　　　120　　　　　180min ．

　 　 　 　 Time 　 after 　inJeCtion

　放射性脂肪乳剤投与後 5 時間 目に おけ る 血漿中

の 中性脂肪分画中 の 放射活性を 投与総放射活性に

対す る割合で み て み ると ， 非妊 ラ ッ トで は 僅か に

3 ％程度が認め られ た の で ある が妊娠 ラ ッ トで は

約 4 倍の 12％が認め られ た．
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　つ ぎに リノ ー
ル 酸で 標識 し た脂肪乳剤が血漿中

で ど の よ うな割合で他の 脂質へ 移行して い る か を

投与後 3 時間 目で 観察 した ．非妊 ラ ヅ トに お い て

は 26％が他 の 脂質に 変 つ て お り FFA 分画 に 12．9

％ ， リ ソ 脂質分画に 5 6％ ，

’
＝ レ ス テ ロ ール ・エ ス

テ ル 分画に 3．4％の割 で放封活性 が認 め ちれ た ，

これに比 べ て 妊娠 ラ ッ トで は総放射活性の 89．1％

は 中性脂肪分画に残存 して お り， 他の脂質分画に

は僅か に 11．9％の放射活性で あ り，
こ の うち FFA

分画 e＝6．8％e ， リ ン 脂質分画に 1．2％ ，
コ レ ス テ ロ

ール
，

エ ス テ ル 分画 trt　1　．5％ とい つ た 割合 で あ つ

た （表 2 ）．

表 2　血 漿中 に お け る各 脂質分 画 へ の （1−i・4C ）

　 リ ノ ール 酸標識 に よる脂肪乳剤 の 分布

Lipids
．「T   e （皿 nu に s）

Bebre511 α 30
厂

60
ρ

12σ 180
’

耳onPreg

．
（n ＝3）

CE

皿

FFADG

十MGPL

L3 噸

97，80
．50
．20
．・呂

L385
．85
．54
．52
．4

L481
．2

　 1弓
7．46
．53
．7

1．582
．58
．6．

4．52
．9

1．586
．18
，22
．32
，0

L986
．61q
．40
．50
．8

3 ．474
．212
．93
．85
．6

P 【  ．
（n ＝3＞

CE 　 　 　 ．
TGFFADG

十 MGPL

　 L3
．97．8
　 0．5
　 02

　 0．2

1．1
，89．15

．42
，4L9

F1 ．2r87
．、06
．53
．12
．2

1．286
．46
．93
．52
．0

・1、．489
．96
．7LOLO

2．189
，36
．1
「

』
Lo1
．5

1．589
，16
．8L31
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表 3　呼気性．14CO2 の 産生
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N ・ ・ P   ・（n 〒 8）
』

Pr ¢ 9．（F8 ）

Linoleic　acid

Oleic　acid
31．2±6 ．0零

31．9±5．3
18．3±4 ，9
19．3±2．9
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　Percentage’

ca ・ ・レ ス テ ・一
ル
・エス テ ル ，　TG ・ 弔幽諭 pd．・「

ジ グ リ セ リ ド，MG ： モ ノ グ リセ リ ド，　 PL ： リ ン 脂質

　 皿．｛呼気性
14CO2

の 産生

　 まず リ ノ
ー

ル 醜 こ標識した脂肪乳剤を注入後 5

時間 ま で経時的 に 呼気中の
14CO2

を測定
「
した ．そ

の結果 ， 投与後 5時 間で 非妊 ラ ッ トで は投与全放

射活性 の 31．2％が代謝され て
14CO

、 と して 測定 さ

れ た ．こ れ に 対し妊娠ラ ッ トで は 18．．3％ と有意 に

低値を しめ した．また オ レ イ ン 酸に 標識 した脂肪

乳剤を投与 した場合 も ， リノ
ー

ル 酸の 場合 とほ ぼ

同 じ結果 とな つ た ．（表 3 ， 図 4 ）．

　 IV．投与脂肪乳剤の 生体 内へ の 分布
』

　外因性脂肪 は 血 漿か ら消失
．
し た の ち は

， 主 と し

て肝な どの 末梢組織の リ パ ーゼ に よ り分解 され て

FFA とな つ た の ち ， 肝実質細胞 に と り こ まれ ，

1　　　 2　　　3　　　4　　　5

　 　 TIME （HσURS ）

肝 内で 中性脂肪1 リ ン 脂質 に 組み込まれる か ，又

は エ ネ ル ギ ー源として利用 され ると考 えられて い

る ．ま ずリ ノ
ール 酸に標識 し弩脂肪乳剤 の 肝へ の

と りらみを非妊娠群 と妊娠群で比較したξ脂肪乳
　 　 　 i’　 ＋

剤投与援5 時商まで の短期蘭で は，妊娘 ラ iyト肝

へ の とりこ み は非妊 ラ ッ トの 約112程度 で あつ た

く表 4 ，図 5）．ま左皮下脂肪へ の と りこ み に つ い

て も ，

．
肝と同様に妊娠 ラ ッ トは 非妊 ラ ッ トの 約／t

　　　　　　 ミ

喚 騨 璃 つ た一
’

つ ぎに 妙 イ 職 に 標識 し

硝 嚇龍 向峡 験絎 ならたがや OXりりが

ル 酸ゼ得ら逃た結果 と同ヒ結果が得られ た．

　
リ ノ

ー
ル 醜ξ捺識した脂肪乳剤を投与し た   ち

．昏時間貝嗜おける肝で の 脂質代謝を検討するた め

之各脂肪分画にと り こ まれた放射性物質の分布状

態を測窟レ牝．その績果 ， 非妊 ラ ッ トで は肝に 認

表 4』（1−14C ）リン ール 酸標識に よ る 脂肪乳剤の

　肝 お よび 皮 下 脂肪へ の と りごみ

Liver Adipo3e　dssue

MinNo
皿 Preg・

　（n ＝9）「
・Pr¢ 9．
（丐 9）

Non 　Prcg，
（耽＝ 9）

P 爬 9，
（n轟9）．

3α．

3  

5h ピ

．2．81± 0．39ゆ

2．82± 0．36

1．74± 0，63

0．95± 0，15
L50 士 0，34
LO5 ± 0，44

0
』
．24±’0．01

0、22± 0．13
0．20±0’．14

0．11±OiO1

0 ．11± 0 ．08
0．15士0，i3

n ＝9 各 群 3 例 ず つ 　 　 　 　 　 Mean ±SD
噛
　Ptircent　of 　givcn　radioactiVity
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％
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　 　 　 0
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　髭

0，2

．
0．11

5hout 　　　　　　　　　　　O．5

　 Time　 after 　injection

、5hbur

め られた 全放射活性めうち 51％が 中性脂肪分画

に ，
FFA 分画が 27％ ，

．リ ジ脂質分画に 12％が測

定された ． こ れに 鮒し
1 年娠ラ ッ トで は 中性擘肪

分画に 38％ ，
FFA 分画 47％∫ リ ン 脂質分画に 6

％ohX 認め られた （表 5）．

　 こ の よ うに妊娠母体ラ ッ ト肝は非妊ラ ッ ト肝と

異なbk代謝環舜にあ り， また胎仔は 母体 と嫡全

　 　 表 5　 （1−14C ）リ ノ ール 酸に標識 した脂肪乳剤

　　　 投 与後 3時間 目に おけ る放射活性 の 各脂質

　　　 分画 K の 分布状態 （肝組織）

LipidsNon
　Pre呂．

　（n＝3）

Preg，
（n ＝3）

Fetus

（n ＝＝3）

CE 2、

 50士 0．42喚 1．30± 0、46
．・0 ．26± 0 ．鵠

TG 5055
．
± L4838 ．07± 6．2715 ．73±4．91

FFA 26 ’60よ 2
’．5546 ．63± 7．3719 、30±0．53

FG 2，60± 翫 281 ．26± 1．105 ．83±2．75
DG 十 MG5 ．75士0 ．・646 ，77± 0．957 ．20± 1．55
PL 11．95± 0 ．645 ．90± 0，85　　　　　　　「 51 ，63± 9．30

’Pβrcen   e　 Mean ± SD

く異な つ た 脂質代謝が 行なわ れて い る もの と推測

され る． リ ノ／一ル 酸 に 標 識 し た 脂肪乳剤を投与

後 ， 3 〜 5 時間 目に お ける 放射活性 を 胎仔肝 と

母体肝で 比較 し て み る と ， 胎仔肝 へ の と りこ み

は 母体肝の と り こ み量 の 約 1110量程度 で ある （表

6）．さちに 胎仔肝に おける放射活性 の 各脂質分

画 へ の と り こ み に つ い て み て み ると ， 妊娠母体 ラ

ッ ト肝 とは 全 く異な っ た パ タ ー ン を示 し て お り，

中性脂肪分 画に 16Ae
，

FFA に 19％ と これ ら分画

に含まれ る放射活性は少 な ぐ ， リ ン 脂質分画 に

52．0％と一番多くの 活性が み られた （表 5 ）．

表 6　 （1−14C ）リ ノ ール 酸 に 標 識 した 脂 肪 乳剤 の

　母体肝，胎児肝 べ の
．
と りこ み

Liver（n 筥 9）

Mother Fetus

3hr5hf 1．33±0．43申
．

1，05± 0．44

δ
　　　　0．16± 0．05
　　　　0．11± 0．06

ぎ Pα   n正of 　given
’
radioactiVity 　 Mean ± Sp

　　　　　　　
．
　 考・　 藁　

．
　　 1

　 ヒ トの 場合 に は 妊娠時母 体は 高脂血 症 に な つ て

い る カ  ラ ッ ト4）場合毛妊娠後半期に 蘇高脂血症

に な つ て い る．なか で も中性脂肪の 変動 が最 も著

明で あ り， 妊娠後半期に 急激な増加がみ られ分娩

直前には 殺高値を しめ した．そ の値は 非妊時の約

3倍で ある．しか し分娩後は急激 な低下がみ られ

産褥第 1 日 目に は 非妊時 の レ ベ ル に ま で 低下 し

た ．また リ ン 脂質は 妊娠後半期に お い て 上 昇が み

られ たが ， 非妊時に 比 べ る
．
と50b−60％ の 増加で あ

つ た ．総 コ レ ス テ ロ
ー

ル 値は 全経過を通 じて ほ ぼ

一定 し糞 値で あつ た ．SCQw 　et 　al・7） の報告 に よ る

と ， 妊娠時 ラ ヅ トの 総脂質量 は 妊娠 11日目頃よ り

増加し は じめ ，

’
妊娠20日目で最高値に な つ た と述

べ て い る．そ して 中性脂肪の 増加は 我 々 の報告 よ

りも多 く， 妊娠20日 目で は 非妊時の 10〜 20倍も の

増加がみ られ て い る， しか し なが ら妊娠21日目で

は 前日の 値よりも 低 い 値 を示 す よ うに な つ て い

る ．さら に リ ン脂質に う い て も妊娠時は 非妊時に

比 べ て約 30％の 増加がみ られたが
，

コ レ ス テ ロ
ー

ル 値は あ ま り変動 しな か つ た と 述 べ て い る． こ
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の よ うに 中性脂肪 の 変動 に つ い て 我 々 の 報告 と

Scow 　et 　al・の 報告
7）
は 差が み られた けれ ども傾向

とし て は 同 じで あつ た．

　我 々 は ヒ ト妊娠時の 外因性脂肪乳剤投与時に お

ける脂質の 代謝に 関 して報告して い る
1）4〕

．すな

わ ち ， 妊娠 10か 月の 妊婦に 対 して 10％イ ン ト ラ リ

ピ ド  を0・lg！kg の 割で 。… h・槻 群縫脈 よ り注

入 し血 漿中の 脂質代謝に つ い て 検討 した もの で あ

る．矯の 錆果 ， 蜂婦で に， イ 》〈トラ リピ説
  注入

後  血漿中ゐ中硅胎勝の上昇率は非妊婦ゐ場合 の

約50％ と有意に 低値 を示 し sFFA 値 の 上昇も時

間的経過が ゆぎやが 峯あつ た．さ らに 血 「棚 ・ ら外

因性脂肪の滌 する繊   鐔嘩 毫磯 が 2・8

％ 1min．で あるの に 対 し ， 妊婦は 1．9％ 1min．と

有意に 低値を示 した ．

　今回は イ ン b ラ リピ ド  と同 じ緯成で あり， リ

ノ
ー

ル 酸又 は オ レ イ
’x 酸に

MC
を標識さぜ た脂肪

乳剤を 妊lt　・？ッ トセごeWi’し て 同様の 実験1を行 な

つ 旗　そ の 結果 ，

’
投与．され た放射性脂肪乳剤の

血漿か らの生物学的半減期は 非妊 ラ ッ
1トは 58min 。

で ある ゐに 対し ，妊娠 ラ ヅトでは 74耐 ゴドで あつ

た ． こ の ように ラ ・ 、bで 秀ヒ トの 場合 と伺様に血

漿 か らの 消失速度の 遅延がみ られ た．
「
ま拠 脂肪乳

緯 与後 5噸 目t！t’％一¢　
i4ptrpn

　op中齲 肪輝
の 放射活性塗投与総放射活性に対 する割合で み て

み る と，非妊 ラ ッ トで は僅か に 3％ 程度で あつ た

嘩 対 嘩 娠 ラ ・ ト
璽 纏 ％潮 らカ1縞 値を

示 硫 ・こ噂 実雌 娠中は 高脂血症の 塗態に な

つ て お り，静注され た 外因性脂肪は循環系か ら組

織へ の 移行または ， と り こみが非妊時に 比 べ て 遅

延 し て い ると い える．一般に 投与 され た脂肪乳剤

は 速や か に 血漿中か ら消失 した の ち は ， 主 と して

肝や脾な どの 網内系組織に と りこ まれ ，そ こ で 代

謝 され ，

一部は リ
’
パ ーゼ に よ り分解され ，

FFA と

な りエ ネ ル ギ ー源 とし て利用 され ，一
部は さ らに

中性脂肪や リ ン 脂質な どの 合成に 利用されて い る

もの と考 え られ る．今回の成績 よ り組織内で の 投

与脂肪乳剤の 代謝をみ て い る と ， 投与後 5時 間 目

に おけ る肝で の リ ン 脂質分画 の放射活性を比較 し

た と こ ろ ， 非妊 ラ ヅ トで は 総活性 の 12％が認 め ら

れた が ， 妊娠 ラ ッ トで は 6％と低 く， 反対に FFA

分画 の 放射活性は 非妊 ラ ッ トの 27％に 比べ て ，妊

娠 ラ ッ トでは 47％ と約 2 倍 の活性値を示 した．妊

娠 ラ ッ トに お い て 肝め FFA 分画 に 高 い 放射活性

がみ られる とい う こ とは 血 中か ら肝に と りこ まれ

る第： 段階艶 ある FFA の か たち で存在 し て い る

こ と で あ り，更に すすん で 中性脂肪や リン 脂質へ

の 合成が遅れて い る もの と考え られ る．すなわ ち

妊娠時に は 非妊娠時 に 比 ぺ て 母体肝で の 脂肪代謝

が緩慢で あ る と推測 され る．
．’
ち なみ に 成熟肝 ラ ッ

トの脂質の うち ， リ y 脂質が30mg19湿重量 と最 も

多 く， 中性脂肪は ．3〜伽 919 湿重量 ，
コ レ ス テ、ロ

・
・
一
ル は 1〜3mg19 湿重量程度で ある と い われて い

る
t）．1・、妊娠時に おけ る ラ vs ト肝の 脂質含有量の 変

勦に っ い て Dannenberg　 et　al ・’s）
は リン 脂質 ，　中

性脂肪お よ
．
ぴ コ レ ス テ th・一ル の含有量 は あま り変

化
・
しな い と述べ て い る．し か し：McKey 　et 　aL6 エ

は

妊娠末期に お ける肝の FFA の脂酸構成 は 変化 し

．て い る と報 告してお り Sm 甑 ，
　Wa ’lshS）も妊娠初期

で ば 変化は 少な い が ， 宋期と くに 分娩直前で は中

性脂肪の 含有量が著し く増加 し ， さら に 中性脂肪

分画   構成脂酸 と し て は オ レ イ ン酸，リ ノ
ー

ル 酸

の 増加が特徴的で あると述べ て い る． しか しなが

らリ W 脂質や コ レ ス テ P ・一一ル に つ い て 妊娠中に 大

き癈変動は み られなか つ た と報告 して い る．

　投与した脂肪乳剤が炭酸ガ ス に ま で 酸化 され る

速度敵投与後 2 〜 3 時間 目に 極大値を と ゆ．， そ の

後徐 々 に 低下 した ． リノ
ー

ル 酸お よび オ レ イ ン 酸

に標識 し た 脂肪乳剤を投与 して ， 非妊時 と妊娠時

の 比較を行なつ た どこ ろ ， 投与後 6 時間ま で の 検

討で は ， 非妊ラ ッ トは 投与放射活性の 約30％が炭

酸 ガ ス とし て 呼気 より回収 され た の に対 し ， 妊娠

ラ ッ トで は 僅か 18％に す ぎなか つ た． こ の こ とは

妊娠時には外因性脂肪の 代謝速度が遅延 し て い る

もの と 考え られ る． リ ノ
ール 酸 と ， オ レ イ ン酸

に お ける生体内で の 酸化速度に は 有意差はみ られ

な か つ た．岡本 ら
2）

は ラ ッ トに て 飽和脂肪酸で あ

る パ ル ミチ ン 酸 と 不 飽和脂肪酸 で ある リ ノ
ール

酸 ， オ レ イ ン 酸に標識した脂肪乳剤を使用 して 今

回 の 方法に よ り
1
℃ 0

、 の 生成を 比較検討 し た と こ
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1

ろ ， 不飽和脂肪酸 で ある オ レ イ ン酸 ，
リ ノ ール 酸

の 方が飽和脂肪酸 よ りも速 く代謝 された とい う成

績を発表 して い る． こ れ は生体で の 要求度 の 差に

もよ る もの と考え られ る．今回我 々 は パ ル ミ チ ソ

酸に つ い て は検討して い ない ．

　また 胎仔肝 に とり’t まれた脂肪乳剤の 代謝速度

は 母体肝 の それ と非常に 異 なつ て い た．すなわ ち

リノ ール 酸に 標識した脂肪乳剤を母体に 投与後 5

時間 目に屠殺後 ， 母体肝 と胎仔肝を と り出し ， 各

脂質分画 に お ける放射活性 の 分布を検討 した ．そ

の結果母体肝で は FFA 分画に 47％，中性脂肪分

画 に 38％ と多量 の 放射活性が認め られ ，
リ ン 脂質

分画に は僅か に 6 ％ しか含まれて い なか つ た 。し

か し胎仔肝で は EFA 分画に 19％ ， 中性脂肪分画

br：　16％o が認 め られ た に すぎずそれぞれ母 体肝 の 約

50％ の 活性値で あつ た．しか し リ ン脂質分画 に は

50％o と全放射活性 の 1！2が認 め られた．こ の よ うに

胎仔肝に お い て ，．リ ン 脂質分画 へ の とりこ み が多

い の は胎仔肝は 細胞構築成分 として 多量 の リ ン 脂

質を必要 とする為に リ ン 脂質の 合成が より旺 盛に

な つ て い る も の と考え られ る．今回は 肝 の み な ら

ず脂肪組織へ の と りこ み に つ い て も一応検討 して

みた が ， 母体と胎仔へ の と りこ み に差は 見出せ な

か つ た ．その 理 由は 脂肪組織に お い て 最 も高い 放

射活性が み られ る の は脂肪乳剤投与後24〜48時間

ほ どで ある とい わ れて い る
Z’）

為に
， 今回の 投与後

5 時間目 の もの しか み て い な い こ とに よる もの で

ある と推測 され る．

　 稿 を 終 る に 当 り，本 研究 に 御協力頂 きま し た 岡山 大

学医学部産 婦人科教室 ， 小 池秀爾，小 川 達博，江 尻 孝

平先生，な ら．び に ミ ド リ十 字中央研究所 岡本浩之 氏，

横 山 和正 氏 に 心 よ り感謝 い た し ま す．．

　ま た 放 射 性脂 肪 乳 剤 は ミ ド リ十 字 株 式 会社 よ り 提

供 を うけ た もの で あ り，感謝 い た し ま す．な お 本研 究 の

一
部 は 第 9回 国 際産 婦人科学会 （FIGO ）　（東京 1979）

に て 発表 し た ．
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